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　今年は、東日本大震災から５年の節目

の年です。そして、どのような災害があっ

ても生命を守り抜くことができる消防防

災体制を目指す新しい法律、「消防団を中

核とした地域防災力の充実強化に関する

法律」が成立して３年を迎えます。

　この間、東日本大震災の教訓を踏まえ

て災害対策基本法が改正（平成 26 年４月

施行）され、これまでの都道府県・市町

村の地域防災計画に加え、市町村の区域

よりも狭い地域を対象とする「地区防災

計画」の仕組みが定められました。

　東日本大震災後も、様々な自然災害が

相次ぎ、住宅火災等も後を絶ちませんが、

この「地区防災計画」は、まさに地域コミュ

ニティにおける災害への備えと災害時の

行動計画といえるものです。

　そして、この計画づくりのためには、

災害や火災が起こったときにどうする

か、地区の自然的社会的条件などを踏ま

えてどのような対応、行動をとるべきか、

まずは地域の皆さんで話し合うことがス

タートです。いざというときの効果的な

活動につなげることが大変重要になりま

す。

　こうした地域の防災活動に取り組む場

合に、国で示したガイドラインのとおり

に「地区防災計画」を作成することがと

りつきにくいということもあるかもしれ

ません。そうした場合には、法律に基づ

く「計画」というような形にはならなく

ても、本当にすぐ役立つような要点、い

わば「計画」の一番大事な部分から、ま

ずは作ってみることとしたらどうでしょ

うか。地域の皆さんで、災害、火災の時、

それぞれの地域の事情に応じて本当にど

うするのかを相談して頂いたらどうで

しょうか。

　防災については、国の制度なども大事

ですが、生命を守る具体的な活動は、や

はりその地域のいろいろな事情に応じた

地域の皆さんの活動が大事です。

　日本消防協会では、このような地域で

の取組をさらに進めるため、本年１月に

全国の消防団長及び市町村長あてに「地

域の防災活動プランづくりについて」を

通知するとともに、日本防火・防災協会

を通じて全国の女性防火クラブの皆さん

にも情報提供させて頂きました。この通

知のなかで、地域の皆さんの話し合いの

ご参考となるよう、「災害、その時どうし

ますか。―みんなでつくる地域の防災活

動プラン―」を試みに作成しお示しして

おります。

　消防団員をはじめ自主防災組織、住民

等地域の皆さんが積極的に参加し、地域

の防災活動プランづくりがさらに活発に

推進されていくことを期待しています。
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●普段からみなさんで相談しましょう。そして時々練習しましょう。

・ここではどんな災害があり得るでしょうか。

　　【例】火災、地震、津波、台風（強風、大雨、高潮、高波など）、局地豪雨（洪水、土砂崩れ）、

　　　- 大雪、火山噴火等

・その時、早めの情報収集はどのようにして実行しますか。また、その情報はどの

　ようにしてみなさん共有しますか。

・被害を防いだり、避難したりなどの行動が必要かどうかはどのようにして相談し、　　

　決定しますか。どのように行動しますか。

・避難は、どこに行きますか。状況に応じてどこがよいか相談しておきましょう。

・その時、おひとりおひとりはどう行動しますか。お手伝いが必要な人がいる時は、　

　誰が誰をお手伝いしますか。

・避難する時には、それぞれお薬など最小限何を持参しますか。

・避難先での衣食住の準備は大丈夫ですか。

・医療福祉施設等が火災の時どのように初期消火、救出をしますか。

・地域内の施設や避難コース等で防災の面から改善した方がよいものがあれば、市

　町村に相談してみましょう。

●「地域」は、自然的社会的歴史的な事情からまとまりがあり、みなさんで助け合

　えるような区域ということになるでしょう。そうすれば、一般的には、いくら広

　くても小学校の区域、普通はもっと狭い区域ということになるでしょう。

●このようなことをする時には、どなたか中心になってお世話頂く人が必要になり

　ます。町内会長さんのようなお立場の方、あるいは地元の消防団分団長というよ

　うな方、そして防災のことを勉強している方などいろいろなケースがあり得るで

　しょうが、いずれにしてもみなさんがひとつにまとまることが大事ですし、市町

　村、消防署、消防団とはよく連携することが大事です。

●相談した結果をメモにして、みなさんが持っていましょう。このメモが法律によ

　る地区防災計画の実質的な内容に相当するものになるでしょう。

●時々みなさんが集まって相談したことを確認したり、一部手直しなど新たな相談

　をしましょう。

●時々メモに書いた避難等をみなさん一緒に実行し、これでよいかどうか確認して

　おきましょう。

●防災についてもっと勉強した方がよいと思ったら、市町村に相談してみましょう。

●みなさんで相談したら、このほかにもいろいろあるでしょうね。

―みんなでつくる地域の防災活動プラン―

災害、
その時どうしますか。


